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管理者の大綱説明

代表監査委員による監査報告

　

平
成
19
年
10
月
16
日
㈫
午
前
10

時
か
ら
管
理
組
合
会
議
室
に
お
い

て
、
岳
南
排
水
路
管
理
組
合
議
会

定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
決
算
、
平
成
19
年

度
補
正
予
算
の
２
件
が
上
程
さ
れ

承
認
・
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
度
組
合
会
計
決
算

　
　
に
つ
い
て

　

歳
入
決
算
額
は
７
億
４
，
０
８

０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
較
し
て

３
・
４
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
決
算
額
は
６
億
７
，
４
５

３
万
円
で
前
年
度
に
比
較
し
て

５
・
６
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
施
設
改
良
事
業
費
は
増
加

し
た
も
の
の
、
定
年
退
職
者
が
な

か
っ
た
こ
と
に
伴
う

人
事
管
理
費
及
び
岳

南
排
水
路
基
金
へ
の

積
立
金
の
減
少
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

主
財
源
で
あ
る
使

用
料
の
う
ち
、
基
本

料
金
の
基
礎
と
な
る

許
可
排
水
量
は
廃
止

及
び
減
量
し
た
工
場

が
あ
り
日
量
換
算
で

２
万
㎥
余
り
減
少
し

た
、
１
５
０
万
８
，

０
９
０
㎥
／
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
従
量
料
金
の
基
礎

と
な
る
実
績
排
水
量

は
、
前
年
度
に
比
較

し
て
１
２
０
万
㎥
余

り
（
０
・
３
％
）
減
少
し
、
基
本
料

金
と
従
量
料
金
を
合
せ
た
使
用
料
収

入
は
２
，
１
０
０
余
万
円
（
０
・

３
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

年
度
中
に
実
施
し
た
主
な
事
業

は
、
施
設
の
保
全
対
策
事
業
と
し

て
、
管
渠
更
生
工
事
８
件
、
人
孔

補
修
工
事
、
凡
夫
川
水
管
橋
耐
震

補
強
工
事
（
一
号
第
一
）
、
今
泉

ポ
ン
プ
場
２
号
主
ポ
ン
プ
分
解
点

検
作
業
委
託
な
ど
計
15
件
２
億
７
，

０
０
０
余
万
円
。

　

管
路
の
流
下
機
能
を
改
善
す
る

た
め
の
事
業
と
し
て
、
岳
南
１
号

第
４
排
水
路
管
渠
改
良
工
事
な
ど

３
件
８
０
０
余
万
円
。

　

関
係
市
等
調
整
対
策
事
業
と
し

て
排
水
路
廃
止
管
の
対
策
工
事
に

３
０
０
余
万
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
今
泉
ポ
ン
プ
場
の
運

転
管
理
業
務
委
託
２
，
１
０
０
余

万
円
、
管
内
点
検
作
業
委
託
２
件

７
０
０
余
万
円
、
凡
夫
川
水
管
橋

地
質
調
査
及
び
同
耐
震
診
断
（
一

号
第
四
）
６
０
０
余
万
円
な
ど
を

執
行
し
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
度
組
合
会
計
補
正

　
　
予
算
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
度
組
合
会
計
補
正
予

算
は
、
歳
入
歳
出
予
算
に
３
，
６

２
６
万
９
千
円
を
増
額
し
、
７
億

７
，４
８
６
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
平
成
18
年
度
決
算

確
定
に
伴
う
前
年
度
繰
越
金
の
増

額
、
歳
出
で
は
、
調
整
予
算
と
し

て
予
備
費
を
増
額
し
ま
し
た
。

平成18年度組合会計決算が
承認されました

岳南排水路管理組合議会定例会開催

岳南１号第４排水路凡夫川水管橋地質調査業務委託
岳南１号第４排水路凡夫川水管橋耐震診断業務委託
岳南１号第１排水路凡夫川水管橋耐震補強工事
岳南１号第１排水路人孔補修工事
岳南１号第５排水路管渠更生工事（第２工区）　　　
岳南１号分排水路管渠更生工事（第７工区）
岳南１号分排水路管渠更生工事（第９工区）
岳南２号第１排水路管渠更生工事（第１工区）
岳南２号第５排水路管渠更生工事（第３工区）
岳南３号第４排水路管渠更生工事（第６工区）
岳南４号排水路管渠更生工事（第６工区）
岳南４号排水路管渠更生工事（第１２工区）
今泉ポンプ場２号主ポンプ分解点検作業委託

機械ボーリング 3箇所、標準貫入試験 3箇所
水管橋上部工 28ｍ、水管橋下部工 3基、人孔 1箇所
水管橋耐震補強工○1,650mm、人孔耐震補強工 2箇所
人孔補修工 3箇所  51㎡
○600mm　　工事延長 77ｍ
○1,650mm　工事延長 124ｍ
○1,650mm　工事延長 75ｍ
□1,700×1,500mm　　工事延長 40ｍ
○600mm　　工事延長 60ｍ
○1,350mm　工事延長 66ｍ
○1,500mm　工事延長 90ｍ
○1,800mm　工事延長 48ｍ
２号主ポンプ点検整備工、主電動機取替工 １基

315
336
1,039
992
602
4,357
2,872
2,879
440
1,743
3,515
2,520
5,197

管路測量調査業務委託
岳南１号第４排水路管渠改良工事
岳南１号第４排水路舗装本復旧工事

人孔管底高調査 47箇所、4級水準測量 1km
○600mm管布設工 23ｍ、人孔設置工 1箇所
舗装本復旧工 77㎡

65
705
67

（単位：万円）保全対策事業

流下能力対策事業

岳南１号第１排水路田中工区廃止管路対策工事 工事延長 191ｍ、管路閉塞工 90㎥、仮設工  359
関係市等調整対策事業

平 成 1 8 年 度 に 実 施 し た 主 な 事 業

平成18年度決算状況

歳入（会計年度内に入ってきたお金）（単位：万円） 歳出（会計年度内に使ったお金） （単位：万円）

計 計

歳入（７億４，０８０万円）

繰越金
5,212万円

諸収入
2,048万円

3％

7％

繰入金
67万円
0％

使用料
66,753万円
90％

歳出（６億７，４５３万円）

管路施設費
26,109万円
38％総務費

15,934万円
24％

ポンプ場管理費
8,648万円
13％

排水調査費
623万円
1％

積立金
16,139万円
24％
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管
理
組
合
議
員
等
が

　
　
　
　
　
集
中
工
事
を
視
察

夏
の
点
検
・
集
中
工
事

　

今
年
の
点
検
・
集
中
工
事
は
、

天
候
に
恵
ま
れ
順
調
な
作
業
と
な

り
ま
し
た
。
７
月
23
日
㈪
か
ら
27

日
㈮
の
５
日
間
で
、
管
渠
更
生
な

ど
工
事
19
件
、
管
内
点
検
作
業
な

ど
委
託
７
件
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

管
渠
更
生
工
事
は
７
件
の
う
ち

製
管
工
法
が
５
件
、
反
転
工
法
が

２
件
、
総
延
長
４
３
９
ｍ
を
施
工

し
ま
し
た
。
ま
た
、
管
内
に
侵
入

し
た
木
根
の
撤
去
、
管
内
に
堆
積

し
た
土
砂
の
浚
渫
、
管
渠
ク
ラ
ッ

ク
の
補
修
な
ど
、
排
水
が
流
れ
て

い
る
時
は
施
工
で
き
な
い
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

点
検
作
業
は
、
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
調

査
、
目
視
に
よ
る
調
査
、
管
内
洗

浄
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
他

ゲ
ー
ト
の
点
検
、
管
路
の
測
量
調

査
、
今
泉
ポ
ン
プ
場
の
電
気
設
備

点
検
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
（
関

連
記
事
（
三
面
）
運
営
委
員
会
報

告
）

反転工法（ICPブリース工法）
による管渠更生工事

岳南3号第4排水路点検作業

施工概要の説明を受ける議員等

施工中の管内を視察する議長・副議長 岳南幹線排水路内を視察する議員等施工中の管内を視察する管理者

岳南2号第1排水路
富士市今泉地先

更生工事（製管工法：SPR工法）施工後
（岳南2号第1排水路：富士市今泉地先）

ご協力
ありがとう
ございました。

ポンプ場沈砂池をジェット洗浄

反転工法施工現場
（岳南1号第5排水路：富士市依田原町地先）

岳南4号排水路：富士市依田橋地先

夏
の
点
検
・
集
中
工
事

管
理
組
合
議
員
等
が

　
　
　
　
　
集
中
工
事
を
視
察

平
成
19
年
７
月
23
日
〜
27
日

　

集
中
工
事
期
間
中
の
７
月

24
日
㈫
、
管
理
組
合
管
理

者
・
鈴
木
尚
富
士
市
長
、
副

管
理
者
・
鈴
木
利
幸
副
市
長
、

管
理
組
合
議
会
の
議
員
な
ど

計
16
人
が
工
事
現
場
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

工
事
概
要
な
ど
の
説
明
後
、

岳
南
４
号
排
水
路
（
富
士
市

依
田
橋
地
先
）
に
向
か
い
製

管
工
法
（
Ｓ
Ｐ
Ｒ
工
法
）
に

よ
る
更
生
工
事
を
視
察
し
、

続
い
て
岳
南
幹
線
排
水
路
内

（
富
士
市
鈴
川
地
先
Ｊ
Ｒ
横

断
部
分
）
を
視
察
し
ま
し
た
。
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平成20年7月28日㈪午前5時から
　　　　 8月   1日㈮午後5時まで
平成20年7月28日㈪午前5時から
　　　　 8月   1日㈮午後5時まで

管
渠
更
生
工
事
の
見
学
会

現場での工事概要説明

施工中の管内を見学

運営委員会審議風景

　

平
成
19
年
11
月
７
日
㈬
岳
南
排

水
路
運
営
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

委
員
会
で
審
議
・
報
告
さ
れ
た

事
項
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

審
議
事
項　

○
平
成
20
年
度
工
場

　
　
　
　
　
　

排
水
流
入
禁
止
期

　
　
　
　
　
　

間
に
つ
い
て

報
告
事
項　

○
平
成
18
年
度
事
業

　
　
　
　
　
　

報
告
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

○
平
成
19
年
度
管
内

　
　
　
　
　
　

点
検
結
果
に
つ
い

　
　
　
　
　
　

て

　
平
成
20
年
度
工
場
排
水

　
　
流
入
禁
止
期
間
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
の
流
入
禁
止
期
間

は平
成
20
年
７
月
28
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　

午
前
５
時
か
ら

平
成
20
年
８
月
１
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

と
決
定
し
ま
し
た
。

の
管
渠
６
・
１
㎞
に
つ
い
て
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
浸
入
水
、

腐
食
に
よ
る
損
傷
、
管
渠
の
た
る

み
、
継
ぎ
目
の
ズ
レ
な
ど
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
緊
急
性
の
あ

る
も
の
よ
り
順
次
補
修
等
の
検
討

を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
各
路
線
に
あ
る
ゲ
ー

ト
10
箇
所
（
15
門
）
及
び
今
泉
ポ

ン
プ
場
の
電
気
設
備
等
の
点
検
整

備
、
マ
ン
ホ
ー
ル
管
底
高
の
測
量

調
査
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

工
事
の
う
ち
主
な
も
の
は
、
管

渠
更
生
工
事
７
件
、
岳
南
１
号
第

５
排
水
路
（
依
田
原
町
地
先
）
、

岳
南
１
号
分
排
水
路
（
永
田
町
２

丁
目
地
先
）
、
岳
南
２
号
第
１
排

水
路
（
今
泉
地
先
）
、
岳
南
２
号

第
５
排
水
路
（
今
泉
１
丁
目
地

先
）
、
岳
南
３
号
第
４
排
水
路

（
比
奈
地
先
）
、
岳
南
４
号
排
水

路
（
依
田
橋
地
先
）
、
で
総
延
長

４
３
９
ｍ
を
施
工
し
ま
し
た
。
ま

た
岳
南
１
号
第
１
排
水
路
の
人
孔

補
修
工
事
１
件
、
岳
南
１
号
第
４

排
水
路
の
管
渠
改
良
工
事
１
件
を

施
工
し
ま
し
た
。

　

工
事
関
係
に
つ
い
て
は
、
工
事

期
間
が
非
常
に
短
期
間
で
、
制
約

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
自
然

環
境
や
施
工
環
境
に
あ
ま
り
影
響

を
受
け
ず
、
ま
た
、
作
業
効
率
が

良
く
、
安
全
で
よ
り
確
実
な
工
法

を
選
択
し
、
施
工
し
て
い
ま
す
。

　

路
線
別
の
詳
細
日
程
は
、
工
事
、

点
検
に
必
要
な
日
数
と
な
り
ま
す
。

　

以
下
、
報
告
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
平
成
18
年
度
事
業
報
告
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

　

（
一
面
の
議
会
決
算
報
告
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。
）

　
平
成
19
年
度
管
内
点
検

　
　
　
　
　
　
結
果
に
つ
い
て

　

点
検
期
間
中
に
実
施
し
た
作
業

は
委
託
７
件
、
工
事
19
件
、
関
連

作
業
４
件
の
計
30
件
で
し
た
。

　

管
内
点
検
作
業
委
託
（
２
件
）

の
う
ち
、
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
調
査
は
、

対
象
延
長
約
10
㎞
の
う
ち
、
岳
南

１
号
排
水
路
の
管
渠
１
・
７
㎞
に

つ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。
目
視
調

査
は
、
対
象
延
長
約
28
㎞
の
う
ち
、

岳
南
１
号
・
２
号
・
３
号
排
水
路

　

平
成
19
年
10
月
30
日
㈫
、
㈳

環
境
保
全
協
会
の
会
員
な
ど
14

名
の
方
々
が
参
加
し
、
岳
南
１

号
分
排
水
路
（
永
田
町
２
丁
目

地
先
）
で
施
工
中
の
管
渠
更
生

工
事
（
Ｓ
Ｐ
Ｒ
工
法
）
の
管
内

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
７
月
１
日
か
ら
11
月

30
日
ま
で
の
使
用
者
の
変
更
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
20
年
度
に
新
規
職
員
を
採

用
す
る
に
あ
た
り
、
職
員
採
用
試

験
を
本
年
８
月
に
富
士
市
と
合
同

で
実
施
し
ま
し
た
。

　

職
員
の
新
規
採
用
は
、
退
職
者

の
補
充
に
伴
い
、
１
名
採
用
す
る

も
の
で
す
。

使
用
者
の
動
き

管
渠
更
生
工
事
の
見
学
会

平
成
20
年
度
新
規
職
員
採
用

　
　
　
試
験
を
実
施
し
ま
し
た

仮庁舎へ移転します
　管理組合では、平成２０年度に庁舎の改築を計画しています。
これに伴い、平成２０年３月末から平成２１年３月末までの１年間、仮庁
舎（富士市宮島）へ移転します。仮庁舎の住所、電話番号などにつき
ましては、改めてお知らせします。

代
　
表
　
者

工場名 新しい代表者

王子板紙㈱富士工場

高尾製紙㈱

高尾製紙㈱今泉工場

富士共和製紙㈱

大興製紙㈱

岳南第一製紙協同組合

原村正博

大石洋史

大石洋史

井出篤志

横田伸洋

鈴木基之

　　＝ 岳南排水路運営委員会開催 ＝　　

平成20年度流入禁止期間（点検・集中工事期間）
平成20年7月28日㈪午前5時から
　　　　 8月   1日㈮午後5時まで
平成20年7月28日㈪午前5時から
　　　　 8月   1日㈮午後5時まで に決まりました
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平成19年12月１日現在　使用工場数100工場（うち休止工場9工場）
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与
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表
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―

人
事
行
政
の
運
営
状
況―

　人件費には職員の給与、管理者（富士市長）及び管
理組合議員などに支給される報酬などを含んでいます。
（退職者　H1７　１人、H18　１人）

　職員数は管理者(富士市長）や副管理者（富士市副市長）な
どの特別職以外の職員数であり、臨時職員を除いてあります。

　職員手当とは扶養手当、住居手当などの諸手当で、退
職手当は含まれていません。

　一般行政職とは一般行政事務に従事する事務・技術職
員をいいます。

歳出総額A
人件費B

区　分

区　分

区　分

区　分 1級

標準的な職務

職員数
（うち男）
（うち女）
構成比

対象者
受診者
受診率

１５人
１５人
100%

岳南排水路管理組合 富士市(管理市） 国 区　分

区　分

区　分

区　分 対象職員・人数 主な内容

一般行政職

富士市（管理市）に依頼した研修

区　分 対象職員・人数 主な内容
岳南排水路管理組合で実施した研修

総務課 施設課 計

手
　
当

報
　
酬

職
員
数

年　額

議会１日当り

期末手当

期末手当

勤続２０年
　　　２５年
　　　３５年
最高限度

岳南排水路管理組合

経験年数１０年

富士市(管理市） 国
Ⅰ種
Ⅱ種
Ⅲ種

一般行政職

一　般
行政職

一　般
行政職

大学卒

大学卒

高校卒

高校卒

職員数A

１人当りの給与費（B/A）

給
与
費

給　　　料
職員手当
期末勤勉手当
合計B

　　　６,４４９万７,０００円
１,２３９万９,０００円
２,７８９万２,０００円

 １億 　４７８万８,０００円

１４人６億７,４５３万  　　円
１億２,４６０万５,０００円

人件費の比率（B/A） 
平成１７年度の人件費の比率 

１８.５％ 
２２.０％ 

１７万６，８００円

２７万４，８６５円

自己都合
退　　職
21.0  月分
33.75月分
47.5 月分
59.28月分

主事補
技師補
１人
（１人）
（0人）
7.1%

2級
主事
技師
２人
（２人）
（0人）
14.3%

3級
上席主事
上席技師
１人
（1人）
（０人）
7.1%

4級

主査

３人
（２人）
（１人）
21.5%

5級

係長

１人
（１人）
（0人）
7.1%

6級
課長
参事補
４人
（４人）
（0人）
28.6%

7級
合計局長

参事

１４人

100％

２人
（２人）
（0人）
14.3%

27.3   月分
42.12月分
59.28月分
59.28月分

勧　　奨
退　　職

定　　年
退　　職

自己都合
退　　職

自己都合
退　　職

勧奨・定年
退       職

管理者（富士市長） ９万５，０００円

８万５，０００円
なし

なし

副管理者
（富士市副市長）

議　長

副議長

議　員

平成１８年
平成１９年
差　　 引

基本研修
新規採用職員、
昇任者など ９人

政策形成研修・
マネジメントに関する
研修会など

派遣研修
専門知識・技能の
習得を要する職員
１６人

日本下水道協会
など外部研修機関へ
派遣

受講希望者など
２３人

法律講座・講演会
など専　   門・

特別研修

8
8
0

7
6

△ 1

15
14
△ 1

１万２，０００円

１万１，０００円

１万　　  円

21.0  月分
33.75月分
47.5 月分
59.28月分

27.3   月分
42.12月分
59.28月分
59.28月分

23.5 月分
33.5 月分
47.5 月分
59.28月分

30.55月分
4１.34月分
59.28月分
59.28月分

勧　　奨
退　　職

定　　年
退　　職

２３万５，７００円

経験年数１5年
３３万４，２３５円
２９万２，９６７円

経験年数2０年
３８万４，１８０円
３６万９，７００円

１４万２，８００円

１７万６，８００円
１７万９，２００円
１７万　２００円
１３万８，４００円

３８万３，４００円（４７．２歳）

１４万２，８００円

人件費の状況

職員の初任給の状況

（平成１８年度会計決算）

（平成１９．４．１現在）

（平成１９．４．１現在）（平成１９．４．１現在）

（平成１８年度）

（平成１８年度）

（平成１９.４.１現在）
  （単位：人　各年４月１日現在）

（平成１８年度）

 （平成８．４．１改定）

職員給与費の状況 （平成１９年度会計予算）

給与などの状況

級別職員数などの状況

経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

退職手当の状況

定期健康診断の状況
（平成１８年度）

（平成１８年度）

公務災害などの認定状況

公平委員会の業務の状況

特別職の手当・報酬の状況

平均給料月額、平均年齢

勧奨退職の場合は、富士市、国と同じく定年前早期退職特別措置（2～20％加算）があります。

定員の状況

福利厚生の状況

そのほかの主な福利厚生事業

公平委員会の状況
研修の状況

対象職員人数は、研修参加延べ人数です。  

　職員の生涯生活設計（ライフプラン）の意識啓発を図る
ため、５８歳を対象とした「退職準備型」、５０歳を対象とし
た「生涯生活充実型」、３０～４０歳代を対象とした「生活
創造型」のセミナーに参加しています。

■ライフプラン事業 

　公平委員会とは、地方公共団体職員の利益の保護と
公正な人事権の行使を保障するための機関です。 
　富士市と岳南排水路管理組合は、地方公務員法第７条
第４項の規定により、共同で公平委員会を設置しています。 
　公平委員会の権限は、地方公務員法第８条第２項によ
り、おおむね次のように定められています。  
職員の給与や勤務時間、そのほかの勤務条件に関す
る要求を審査・判定し、必要な措置をとること 

　職員は福利厚生のため富士市職員互助会に加入して
います。富士市職員互助会は、職員の会費と助成金で運
営されています。  

管理組合から富士市職員互助会への助成金  
　　　　３４万円（平成１８年度実績額） 
※平成１８年度から互助会事業の一部廃止などを行い、
　公費助成を給料の1,000分の6から1,000分の5に減額し
　ています。  

■職員互助会への加入

　職員の公務能率の向上を図るため、職員に対し作業服
などの被服貸与を行いました。

■被服の貸与

公務災害
通勤災害
計

業務の種類 件　数

0件
0件
0件

勤務条件に関する措置の要求の状況
不利益処分に関する不服申し立ての状況

0件
0件

■

職員に対する不利益な処分についての、不服申し立て
に対する議決や決定をすること  

■

職員の苦情を処理すること ■

（問合せ）
総務課庶務係　（TEL）５１－２６２３　（FAX）５１-２６７６
《ＨＰ》　http://www.city.fuji.shizuoka.jp/~gakuhai/
富士市ホームページの「施設の情報」からもアクセスできます。

７４８万円


